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はじめに
（本プログラムの実施にあたり）

出典：さいたま市選挙管理委員会事務局 平成３０年
度局運営方針

地域の健全な発展においては有権者の積極的な政治参画・投票
意識が欠かせません。 しかし、２０１６年に選挙権が１８歳まで
引き下げられて以降、埼玉県においても１０代～３０代までの投
票率は依然として低い状況にあります。

我々、埼玉中央青年会議所では、若者の政治参画意識の向上を
目的として、成長過程の早い段階で「当事者としての自覚をもっ
て考えることの大切さ」を学ぶプログラムを推進しています。

今回、さいたま市立浦和大里小学校様にご協力をいただき、本
プログラムの中で多くの児童の皆さまにご参加いただきましたの
で、これからの教育環境構築の一助となればと考え、ご報告させ
ていただきます。

お忙しいこととは存じますが、ご一読いただけますと幸いでご
ざいます。
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4【１】プログラム開催概要

事 業 名 称

事 業 目 的

対 象 者

若者がつくる未来プログラム

～みらいく ｉｎ さいたま～

さいたま市立浦和大里小学校 ６年生 １４２名

子どもたちが、自身の考えを主張する未来の主権者とし
ての意識を育むことを目的とします。

日 時

２０１９年０３月０５日（火）
１２：５０ ～ １５：５０
(５限目・６限目）

概 要

子どもたちが、身の回りの考えと真剣に向き合い取り入
れながら、「投票」という手法を用いて自身の意思表示
をすることで日本で行われている政治を体験をします。



5【１】プログラム開催概要

本プログラムでは、実際の投票用紙や記入台を使用し、
投票用紙も自作で本番に近いものを作成しました。

右写真【投票用紙】：実際の投
票用紙で使用されているユポ紙
を使用し、自作しました。

左写真【投票箱】：南区の選挙
管理委員会様よりお借りしまし
た。

左写真【投票記入台】：南区の
選挙管理委員会様よりお借りし
ました。



6【２】プログラムの流れ

児童同士が互いの意見を取り入れながら、自身の主張
を構築し実際の選挙と同じ環境で模擬投票を行います。

児童は授業で行った問題解決のプロセスと日本の政治
で行われていることが同じであることを学びます。

※時間は、３５名（５グループ）でのスケジュールで記載

概要 作業

１分 （１分） １．導入 講師と団体の紹介

５分 （４分） ２．私たちとまち
授業の目的と内容を説明します。また、事前
課題について数名に発表してもらい、良い雰
囲気を作ります。

３３分 （２８分） ３．みんなのまちを広めよう

児童が事前に考えてきた意見を基に、自分た
ちのまちを広く知ってもらうという目的に対
し、手法や展望についてディスカッションし
てグループ毎に政策をまとめます。

４５分 （１２分） ４．政策発表

取りまとめた政策をグループの代表者から全
体に対して発表する。それ以外の生徒は有権
者に見立てて代表者の意見を聞き次の投票に
つなげます。

５０分 （５分） 休み時間

８０分 （３０分） ５．模擬投票
投票の流れやルールを説明し、児童が発表の
あった政策に対して自分の考えに合っている
ものを取捨選択し投票します。

９０分 （１０分） ６．まとめ

授業で行った一連の流れは日本の政治でも同
じことが行われていることを伝え、政治を身
近に感じてもらいます。また、投票行動は自
身の意思表示であり、主張することの大切さ
について伝えます。

９５分 （５分） ７．アンケート 当プログラムを振り返り、アンケートに記載

時間

５限目（１３：４５～）

６限目（１４：３５～）

次ページに実際の様子を記載しております。



7【２】プログラムの流れ

① 導入（5限目）：
授業の主旨について説明します。

② 話し合い（5限目）：
「みんなのまちを広めよう」というテー
マでグループワークを行います。

③ 発表（5限目）：
グループ毎でまとめた政策を発表します。

④ 投票（6限目）：
受付で投票用紙引換券を渡し、投票用紙
と交換します。

⑤ 投票（6限目）：
投票所には、各グループで発表した内容
が張り出されています。

⑥ 投票（6限目）：
投票用紙記入場所で、政策を提言した代
表者の氏名を投票用紙に記入します。

⑦ 投票（6限目）：
本物の投票箱に投票します。

⑧ まとめ（6限目）：
投票結果の発表とともに、自身で考えて
意思表示をすることの大切さを伝えます。



8【３】投票結果

児童には事前に以下について考えてきてもらい、プロ
グラム当日、周りの意見を踏まえて一つの政策にまとめ
ました。

次ページより各クラスで一番得票数の多かった
政策を記載します。



9【３】投票結果（６年１組）

テーマ

みんなのまちを広めよう！！



10【３】投票結果（６年２組）

テーマ

みんなのまちを広めよう！！



11【３】投票結果（６年３組）

テーマ

みんなのまちを広めよう！！



12【３】投票結果（６年４組）

テーマ

みんなのまちを広めよう！！



13【４】本プログラムの効果

（１）今回の授業で、日本の政治
がどのように行われている
か理解できましたか？

（２）投票することで、自分の意
思をしっかりと発言するこ
とが重要であると感じまし
たか？

プログラム終了後の児童向けアンケート結果

解 説

プログラム終了後に実施した児童へのアンケートによると、全ての児童が日本の政
治がどのように行われているかを「理解できた」と回答し「自身の意思を発言するこ
とが重要だと感じた」と回答しました。

また、自由回答形式で行った「特に勉強になったこと・楽しかったこと」という質
問については、「自身の意見を発言することの大事さ」について記載する児童が多
かったと共に、「実際の投票を体験できた」という意見が多数あり、児童に政治参画
の実体験を強く印象付けることができたと考えます。



14【４】本プログラムの効果

プログラム終了後の児童向けアンケート結果（一例）



15【４】本プログラムの効果

（３）１８歳になって選挙に行けるようになったら、投票に行こうと
思いますか？

プログラム終了後の児童向けアンケート結果

解 説

また、「実際に投票にいきたいか」という質問に対しては、９０％以上の児童が
「行きたい」と回答しました。

政治を身近に感じることができ、かつ将来的に全員が政治参画への意識を持てるよ
うになることが分かりました。今後は、単発的ではなく継続的かつ段階的に主権者教
育を行っていく必要性も感じました。



16【５】まとめ

吉住 孔佑 （よしずみ こうすけ）

2019年度 資質向上委員会 運営幹事

クラス ６年１組担当

一番良かった点は、本物の投票箱を使って投票することで、「早く本物の投票をしてみたい」「すごく緊
張したけど経験できて良かった」と、児童から言ってもらえたことです。開催した意義があったと思います。

また、グループの政策を決める際、児童たちがとても真剣に話し合っていたことも良かったと思います。
自分たちの町の良いところを本気になって考える時間は良い経験になったと思います。「災害に強い。治安
が良い。税収に増やす。都心へのアクセスが良い…」など大人顔負けの意見には驚きました。

さらに、クラス内での政策発表に関しても、CM動画のように演じて発表する代表者の子がいたり、と1分
半の発表方法にも工夫をしていて、私の想像以上でした。

今後の課題は、班ごとに終わる時間や発表自体に差ができてしまったことです。また参加しない子が出な
いようにすることも大事で、進行サポート役の役割が重要かと思います。今後、グループ毎の進行サポート
役に対しての事前レクチャーが必要だと考えます。

阿部 哲男 （あべ てつお）

2019年度 資質向上委員会 副委員長

クラス ６年２組担当

実際の選挙でも使用される投票箱や記入台を使い、投票所での流れを体験してもらったことで、実際の選
挙の雰囲気を感じてもらえたと思います。将来、選挙権が与えられたときにも、気軽に投票してもらえるの
ではないかと考えます。

グループごとの意見は活発だったし、まちの良いところの意見は多種多様だったかと思います。しかし、
まちの良い点を社会に拡散させる手法が、グループ間でかなり重複していた（SNSで発信するなど）ので、
グループごとの意見のバリエーションが豊富とは言えなかったと思います。今後のテーマ設定に関しての課
題かと考えました。

みらいく教師担当者からの一言



17【５】まとめ

関根 大介 （せきね だいすけ）

2019年度 資質向上委員会 副委員長

クラス ６年３組担当

向山 寛 （むこうやま ひろし）

2019年度 資質向上委員会 書記幹事

クラス ６年４組担当

実際の投票箱を使って、且つ、私語厳禁という場を設けたことで、子どもたちがいい意味で、非常に緊張
感をもって選挙の重要性を疑似体験できたと思われます。

一方で、対象が子どもだったため、時間配分にはかなり気を使ったつもりではいたものの、それでも最後
の発表シートへの記入は想定以上に時間がかかった。次回開催の際は、かなり前倒しで進行していく必要が
あると感じました。グループ毎につく進行役によってかなりグループ議論の活性度合に差があったように感
じられたため、次回以降の開催は進行役のレベルアップも必要かと思います。

子供が政治や投票に関心を持ったり触れ合えるという事が一番のメリットだと思います。具体的には課題
自体の問題などはありますが、子供達が１つの事に対して、自分の意見を発信し合って話し合うという事で
す。

また、子供達だけではなく教師役などの大人側も子供達と接したり、普段味わえない体験をする貴重な機
会だと感じました。

課題としては、子供達側の目線の場合は課題の選定や時間の設け方がまだまだ準備不足だと感じました。
大人側からすると、こういう機会をもっと多くするためにはどうしたら良いかと平日にすると参加できる人
が限られてくるので、そのあたりの選定を次回以降検討したいと思います。

みらいく教師担当者からの一言



18【５】まとめ

本プログラム実施後の青年会議所としての考察

・選挙を「実体験」することの効果は児童の未来への意識
を育むための効果的な手法であると考えます。

・地域の大人が率先して、「直接的に」児童とコミュニケーショ
ンをとり、主体性の大切さを伝えることで子どもたちが積極的
に発言しようとする意識に繋がります。さらに、大人自身も児
童に教えることで、その大切さを「再認識する機会」となりま
す。

● 「みらいく」のメリット

● 「みらいく」の課題

・今回の実施のみでは、直接的に将来の投票率向上に繋がるかど
うかは不明確。また、今回は少額６年生１校のみの実施であっ
たため、より「継続的」かつ「広域」での展開も検討すべきと
考えます。

・一方で、「継続的」かつ「広域」での展開となると、埼玉中央
青年会議所のみでの実施では、プログラムの効果や影響が限定
的になってしまうと考えます。

・プログラムの効果を高めるために、教える側もよりレベルアッ
プする必要があります。

地域内の多くの大人も参加できるよう、
教育委員会と青年会議所を含めた団体・企業と
連携した展開を今後検討していきたく考えます。

本プログラム実施を受けての埼玉中央青年会議所からのご提案



19【６】その他：メディア掲載実績

↓ 読売新聞（2019年3月7日）



20【６】その他：メディア掲載実績

↓ 埼玉新聞（2019年3月8日）


